
山形県熱中症に係る関係課長等対策会議 

                   日 時  令和５年８月２５日(金) 

                        午前１１時１５分 

                   場 所  県庁３階 災害対策室 

次   第 

１ 開  会 

 

２ あいさつ 

 

３ 議  題 

 （１）今夏の熱中症対策について 資料１ 

   ① 県内の熱中症による救急搬送状況について 

   ② 県民への注意喚起について 

   ③ 学校における熱中症対策について 

 

 （２）改正気候変動適応法の概要について 資料２ 

 

 （３）その他 

 

４ 閉  会 
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１　年齢及び傷病程度（初診時） （単位：人）

新生児
(生後28
日未満)

乳幼児
(7歳
未満)

少年
(18歳
未満)

成人
(65歳
未満)

高齢者
(65歳
以上)

死亡 重症 中等症 軽症 その他

597 0 1 59 167 370 4 25 209 318 41

（構成比） 0.0% 0.2% 9.9% 28.0% 62.0% 0.7% 4.2% 35.0% 53.3% 6.9%

553 0 2 68 141 342 1 10 167 347 28

（構成比） 0.0% 0.4% 12.3% 25.5% 61.8% 0.2% 1.8% 30.2% 62.7% 5.1%

763 0 5 63 229 466 3 30 173 474 83

（構成比） 0.0% 0.7% 8.3% 30.0% 61.1% 0.4% 3.9% 22.7% 62.1% 10.9%

対R4同期比
（5/2～8/21）

267 0 3 -2 103 163 2 21 27 157 60

対R3同期比
（5/3～8/22）

194 0 4 7 72 111 -1 5 -29 174 45

２　発生場所別 （単位：人）

屋内 屋外

令和３年
（4/26～10/3） 597 272 62 25 27 28 74 54 55

令和４年
（4/25～10/2） 553 237 57 25 37 26 77 61 33

令和５年
（5/1～8/20） 763 364 79 29 18 47 99 88 39

対R4同期比
（5/2～8/21）

267 151 26 7 -15 23 30 32 13

対R3同期比
（5/3～8/22）

194 100 22 7 -7 21 27 36 -12

教育
機関

【集計対象】調査期間中に救急搬送した熱中症（疑い含む）の傷病者の人員数
※※※※

県内の熱中症による救急搬送状況（R3～R5）

年
（調査期間）

搬送
人員数

年齢区分 初診時における傷病程度

令和３年
（4/26～10/3）

令和４年
（4/25～10/2）

令和５年
（5/1～8/20）

年
（調査期間）

搬送
人員数

住居
工場、
工事

現場等

田畑、
森林等

防災くらし安心部

令和５年８月２５日

公衆出入場所
道路 その他
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県民への熱中症予防の注意喚起について（令和５年度） 

 
１ 従来からの継続した取組み 
（１） 県ホームページへの「熱中症予防」情報の掲載（６月中旬～） 

・熱中症の特徴、予防・対処方法、熱中症警戒アラート等を掲載 
 

（２） 県政広報媒体を活用した周知啓発 

県政テレビ・ラジオ、県政広報誌、知事定例記者会見 等における呼びかけ 
 

（３） 熱中症警戒アラート発表時に県公式ＳＮＳで周知啓発（７月29日～） 
 

（４） 市町村はじめ関係機関あて協力依頼（６月８日付 ７月28日付 ８月10日・24日付） 

・「熱中症予防の普及啓発・注意喚起について（周知依頼）」 
 

（５） 各保健所・市町村役場等への周知ポスター掲示（６月２日～） 
 

（６） 郵便局への周知チラシ設置（６月 20 日～） 

・県内１１局 ※包括連携協定に基づく取組み 

 

２ 今年度から拡充した取組み 
（１） プレスリリースによるマスコミへの周知協力依頼（５月16日～） 

・実施状況（プレスリリース・ＳＮＳでの周知啓発） 

方法 プレスリリース ＳＮＳ 

期間 ５月16日～８月18日 ４月20日～８月18日 

回数 ７回 ８回 
※急な気温上昇、県内初の真夏日、30℃前後の日が継続、救急搬送者が連日発生、猛暑日複数予測 

 

（２） コンビニエンスストアへの周知チラシ設置（６月20日～） 

・ローソン（県内108店舗） ※包括連携協定に基づく取組み 
 

（３） 知事コメントの発出（８月７日付） 

・「県民の皆様へ夏季の健康管理についてのお願い」 
 

（４） 県ホームページトップ画面へのバナー掲示（８月８日～） 

・「熱中症に注意しましょう！～適切に予防すれば防ぐことができます～」 
 

（５） 市町村ホームぺージへのリンク掲載協力依頼（８月10日付） 

・県ホームページ「熱中症に注意しましょう！」について、各市町村ホームページ

にリンク掲載の協力のお願い 
 

（６） 熱中症警戒アラートのメール配信サービス登録の呼びかけ（８月24日～） 

・環境省ホームページで事前登録を呼びかけている内容について、県ホームページ

で県民向けにお知らせ 
 

（７） 市町村の防災無線等を活用した住民向け注意喚起への協力依頼（８月24日付） 

・熱中症警戒アラートが発令された場合等に、防災無線や一斉メール配信サービス

等の媒体を活用して住民向けに注意喚起を促すよう、市町村に協力のお願い 

                 以上 

令和５年８月２５日 

健 康 福 祉 部 



令和５年８月２５日 

防災くらし安心部 

 

熱中症による救急搬送状況の公表について 

 

１ 目的 

熱中症による救急搬送者数が増嵩している現状に鑑み、その状況を県民に広く 

周知することで、より一層の注意喚起に資する。 

 

２ 手法 

毎週（月曜の午後を想定）、県内各消防本部からの週例報告の内容を基に資料を 

取りまとめ、県ホームページ上で公表する（終期は１０月上旬）。 

 

３ 公表内容（いずれも、直近の報告に基づく） 

(1) 救急搬送状況の概要 

(2) 搬送者の年齢及び傷病程度、発生場所（初診時） 

(3) 週ごとの県内搬送状況及び最高気温平均（山形市） 

 

４ 公表イメージ 
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学校における熱中症対策について 
 

１ 「山形県における部活動の在り方に関する方針」の策定・通知 

運動部（平成 30 年 12 月）、文化部（令和元年７月） 

２ 令和５年５月から７月の４回にわたり、県立学校及び市町村教育委員会に対し、

熱中症事故防止の注意喚起を通知 

３ 米沢市の事案を受け、県立学校及び市町村教育委員会に対し、緊急メールで注意 

喚起を実施（７月29日（土）） 

４ 県立学校及び市町村教育委員会に対し、熱中症事故防止について改めて通知を 

発出（７月31日（月）） 

《通知の概要》 

①  部活動等 

○ 熱中症警戒アラート発表時は、活動場所の気象条件はもとより、登下校

時の熱中症リスク等も十分考慮しながら、活動中止も視野に検討。 

○ 活動する場合、活動場所の暑さ指数を事前に確認の上、活動の可否を判

断。活動中も適宜確認。 

・ 暑さ指数31℃以上の場合は、原則活動中止。 

・ 暑さ指数31℃未満の場合も、個々の生徒の健康観察を行ったうえ

で、部活動への参加の可否を判断するとともに、活動中はこまめな

水分・塩分補給や休憩の取得等の健康管理を徹底。 

○ 熱中症の症状が見られた場合、迅速に、体温冷却や医療機関への搬送

等、適切な対応を図る。 

② 登下校時 

○ 児童生徒等に涼しい服装や帽子の着用、適切な水分補給を指導するとと

もに、保護者に対しても熱中症対策についての注意喚起を行い、連携を

図る。 

○ 活動終了後は、十分にクーリングダウンを行う等、体調を整えた上で下

校させる。 

○ 活動中具合が悪くなった児童生徒等がいた場合、下校時に体調を再度確

認し、気象状況も踏まえ生徒自身による下校の可否を判断。難しい場

合、保護者等への送迎依頼を検討。 

５ 県立学校及び市町村教育委員会に対し、新学期における熱中症事故防止の徹底に

ついて通知（８月23日（水）） 

６ 熱中症事故の防止に向けた緊急会議の開催（８月24日（木）） 

 ○ 児童生徒の命を守る観点から、健康確保や気象条件等に少しでも懸念がある場

合は、今後予定されている体育祭や運動会などの学校行事等の内容変更や実施の

可否も含めて検討するなど、熱中症事故防止の徹底を要請。 

（参集者：市町村教育委員会担当課長及び県立学校長） 

以上 

令和５年８月２５日 

教 育 局 
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